
焼却灰を主原料としたリン吸着材
2024

こんなことが出来ます！
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技術の概要

図 ・ 写真

連絡先

発明者からのメッセージ

ライセンス情報

【解決したポイント】
独自の水熱固化養生によって焼却灰から製

造されるリン吸着材は、製造コストが安い。リン
吸着後のリン吸着材は、そのまま肥料として再
利用できるほか、希薄な酸を用いたリンの脱着
回収も可能である。

【従来の問題点】
　石炭灰や製紙スラッジ炭化物から製造される
既存のリン吸着材は、製造コストが高い。その
上、リン吸着能力が不十分であるため、吸着した
リンの再利用が難しい。

この技術によって焼却灰が生まれ変わり、
リン資源のリサイクル循環に貢献することを
期待します。

１）開放特許情報DB番号／L2025000595
２）特許番号／特許第７１９３０６７号
３）公開番号／特開２０１８－１２６６８３
４）出願番号／特願２０１７－０２０９３２
５）出 願 日／２０１７．２．８
６）発明の名称／「リン吸着材及びその製造方法」
７）特許権者／株式会社大協組、
　　　　　　  国立大学法人鳥取大学
８）代表発明者／山本　定博、小山　典久
９）実施権許諾・譲渡種別 ■許諾 □譲渡
）共同開発・研究の意思 ■有 □無
）サンプル提供の予定 ■有 □無
）技術指導の意思 ■有 □無
）実施実績　 □有　□試作 ■実験 □無
）事業化実績 □有 ■無
）実施権許諾実績 □有 ■無

１）所　　属／公益財団法人鳥取県産業振興機構
２）担当者名／経営支援部 知的所有権センター 特許流通担当
３）電話番号／０８５７－５２－６７２２
４）E -ma i l／chizai@toriton.or.jp

リン吸着試験(液固比30） ほうれん草の栽培試験

リン化学肥料

リン吸着材

固化時に膨張性を有する焼却灰を原料にして、リン吸着材を安価に製造することができます。
リン吸着後は、降雨によってリンが溶脱しにくい長持ちする肥料として再利用できます。

　本発明のリン吸着材は、固化時に膨張性を有する焼却灰を水熱固化養生した後、粒度調整して製造する。
焼却灰由来のカルシウムやアルミニウムがリン吸着に寄与しており、また、焼却灰に膨張性があることで表
面積が大きく、リン吸着能が高い。
リン吸着材に吸着・回収されたリンは、植物が利用可能な形態でなおかつ水溶性が殆どないため、降雨に
よって溶脱しない施肥効率の良い肥料として使用できる。その他にも、希薄な酸溶液でリンを脱着回収する
ことも可能である。

＊リン化学肥料をリン吸着材に
代替して栽培が可能
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かんたん側溝補修工法
（既設現場打ち側溝の上部をカットし再生する工法）

2014

こんなことが出来ます！

老朽化した現場打ち側溝のリニューアル化を低コストで実現！
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技術の概要

図 ・ 写真

連絡先

発明者からのメッセージ

ライセンス情報

【解決したポイント】
●既設の現場打ち側溝の下部はそのままに、上部
だけを取り壊して再生させるため、費用と時間
が大幅に短縮できる。

●工事開始から解放までの期間が従来の約半分
に短縮でき、周辺への影響が少ない。

【従来の問題点】
●既設の現場打ち側溝を全部取り壊して新たに側
溝を作るには費用と時間がかかる。

●家の前や駐車場の出入口を長期間通行止めに
されたらかなわない、なるべく早く通れるように
して欲しい。

●安心な歩道の整備に
●静かな住宅街に
●通学路の安全確保に
本技術をおすすめします。

１）開放特許情報DB番号／L2025000815
２）特許番号／特許第５７２２８５５号
３）公開番号／特開２０１４－０５８８３３
４）出願番号／特願２０１２－２０５２０１
５）出 願 日／２０１２．９．１９
６）発明の名称／「側溝再生用構造体及び

側溝再生方法」
７）特許権者／株式会社ニッコン、
　　　　　　 和光産業株式会社、他２名
８）代表発明者／佐々木　孝
９）実施権許諾・譲渡種別 ■許諾 □譲渡
）共同開発・研究の意思 ■有 □無
）サンプル提供の予定 ■有 □無
）技術指導の意思 ■有 □無
）実施実績　■有　□試作 □実験 □無
）事業化実績 ■有 □無
）実施権許諾実績 □有 ■無

１）所　　属／公益財団法人鳥取県産業振興機構
２）担当者名／経営支援部 知的所有権センター 特許流通担当
３）電話番号／０８５７－５２－６７２２
４）E -ma i l／chizai@toriton.or.jp

　建設後長年経過した現場打ち側溝は、風化や破損により騒音の発生や歩行者に危険な状態のものが街中
で多く見られる。これを取り壊し新たに二次製品の側溝で改修するには多額の費用が必要となる。本技術
は、既設側溝の上部１５ｃｍほどをカット除去し、その上に工場で製作した側溝上部部材を置き無収縮モルタ
ルで一体化させて新設同様に再生させることができる技術である。
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